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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和２年度板倉区地域協議会 第１回健康福祉部会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

・協議 

（１）座長の選出について（公開） 

（２）地域活動支援事業審査基準検討部会の選出について（公開） 

（３）今後の進め方についてについて（公開） 

・その他（公開） 

３ 開催日時 

令和２年７月７日（火）午後６時００分から午後６時３０分まで 

４ 開催場所 

板倉コミュニティプラザ ３０１会議室 

５ 傍聴人の数 

なし 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）の氏名（敬称略） 

・委 員：平井 、池田光男、小林政弘、手塚哲夫、秋山秀夫 

・事務局：板倉区総合事務所 地域振興班 瀬戸主事 

８ 発言の内容（要旨） 

【瀬戸主事】 

・会議の開会を宣言 

  ２協議（１）座長の選出について。自薦又は他薦あるか。 

【小林政弘委員】 

  経験豊富な手塚委員を推薦する。 

【手塚哲夫委員】 

  小林委員を推薦する。 
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【 委員】 

  先に、地域活動支援事業審査基準検討部会について説明いただきたい。 

【瀬戸主事】 

  地域活動支援事業審査基準検討部会は地域協議会の正副会長及び各部会から１

人ずつ選出し、毎年地域活動支援事業の審査について見直しを行う会である。健

康福祉部会からは地域協議会長である平井委員以外の委員から選出していただ

く。 

【平井 】 

座長と検討部会に選出する委員はあわせて考える必要がある。 

【瀬戸主事】 

  手塚委員と小林委員の名前が挙がっているがいかがするか。 

【小林政弘委員】 

  座長を務めさせていただく。 

【瀬戸主事】 

  健康福祉部会の座長が小林委員、地域活動支援事業審査基準検討部会が手塚委員

ということでよいか 

  （異議なし） 

次に、（３）今後の部会の進め方について、意見のある委員の発言を求める。 

自主的審議事項を各専門部会で協議し、その協議結果を地域協議会で報告するこ

ととしている。自主的審議事項は、各委員からの提案があった場合、地域協議会全

体での話し合いや地域との意見交換からテーマが出た場合に各専門部会で自主的に

協議し決定してきた。現在、健康福祉部会で協議しているテーマは無い。 

【秋山秀夫委員】 

  健康福祉部会の自主的審議事項は前期で終了している。 

【平井 】 

  過去どのようなものを取り扱ってきたのか。 

【瀬戸主事】 

  手元に過去の資料が無い。後日、過去の審議事項をまとめて委員へ送付すること

でよいか。 
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  （全員了承） 

  他に意見等ないか。 

【瀬戸主事】 

 ・会議の閉会を宣言 

 ・会議録の確認は座長の小林委員に依頼 

９ 問合せ先 

  板倉区総合事務所 総務・地域振興グループ 

  TEL：０２５５－７８－２１４１（内線１２３） 

  MAIL：itakura-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

   別添の会議資料もあわせてご覧ください。 
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